
1 はじめに 

近年,高齢者を中心に「買い物難民」と呼ばれる人々
が増えている.買い物難民とは,地域の過疎化や大型ス
ーパーの進出などにより,個人経営の小売店の廃業や
商店街の衰退によって,生鮮食品の購入に困難を感じ
ている人々である.農林水産省は「食料品アクセス困難
人口」定義している.1)この問題は農村や山間部などの
過疎地や地方部だけでなく,都市部でも拡大している.

さらに,居住地の周囲にスーパーや食料品店などの生
鮮食品を販売する店舗がなくなると,フードデザート
(FoodDeserts)と呼ばれる問題に発展し,健康にかかわる
ことで,日本に限らず世界中でも大きな社会問題とし
て位置づけられている. 

2 先行研究 

先行研究では,三浦・古藤(2010)2)はメッシュデータを
用いて山形県における食料品店の減少が住民の買い物
利便性に与える影響の把握と新規店舗の効果的な立地
点の計算を行っている.  

福山・桑野(2018)3)は鳥取県東部地域におけるドラッ
グストアの立地可能性に関する分析を行っている.ド
ラッグストア立地モデルを構築し,フードデザートと
判定された地域にドラッグストアが立地した場合の獲
得人口を算出した. 

三浦・古藤の研究はスーパーマーケットやコンビニ
エンスストア,米穀店や鮮魚店,八百屋などをまとめて
食料品店としており,それらを区別していない. 福山・
桑野の研究ではドラッグストアのみに焦点が当てられ
ているため,食料品店の役割を果たすスーパーマーケ
ットやコンビニエンスストアなど他の食料品店の立地
最適化に関しては研究されていない.そこで今回は,浜
松市を対象地域として,スーパーマーケットとコンビ
ニエンスストア,ドラッグストアの立地最適化につい
て分析する. 

3 研究手法 

まず,本研究では「食料品店」をスーパーマーケット,

コンビニエンスストア,ドラッグストアとそれぞれ規
定する.食料品店の所在地は,NTT西日本が発行してい
るタウンページから取得する.これら店舗を表示する
ために,GoogleEarth上にプロットすることで,どの業態

の食料品店がどこに,どれだけ分布しているのかを確
認する. 

人口データは 4次メッシュ(500×500m)ごとの 65歳
以上の人口(2015年国勢調査)4)を用いる.本研究ではメ
ッシュマップを利用し,食料品店と同様に GoogleEarth

上にメッシュマップ情報を KML(Keyhole Markup 

Language)で表現する. 

本研究は,福山・桑野(2018)のドラッグストア立地モ
デルを参考にモデルを構築する.このモデルでは,ドラ
ッグストアの立地の有無を目的変数として回帰モデル
を構築しており,周辺の食料品店の数や最寄りの店舗
までの距離を説明変数に設定している.これらを参考
にスーパーマーケット,コンビニエンスストア,ドラッ
グストアの立地モデルを構築する. 

4 本研究の課題 

現在公開されている最新の人口メッシュデータは
2015年のものであり,最新データとは言えない.そのた
め,現在の人口と異なることが予想される.従って,扱う
人口データの信憑性に関する検討を十分に行う必要が
ある.また,既存研究では言及されていない新規立地と
収益の両立についても検討する必要がある.買い物難
民を減らすために新規立地したとしても,ある程度の
収益がないと経営の継続は困難である.特に過疎地域
では見込み客の人口不足で十分な収益が得られないこ
とが予想される.そのため新規立地店を選定する上で,

永続可能性を考慮した基準を設ける必要があると考え
られる. 
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概要－   近年,高齢者を中心に「買い物難民」が増加している.買い物難民が発生する原因は地域の過
疎化や大型スーパーの進出などにより周辺の中小食料品店が衰退していくことである.さらに衰
退が進行すると,大きな社会問題として挙げられるフードデザートと呼ばれる問題に発展する.先
行研究ではドラッグストアやその他食料品店の新規立地に関する研究があるが,本研究では浜松
市のスーパーマーケット,コンビニエンスストア,ドラッグストアの浜松市における食料品店の立
地最適化の分析を行う. 
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